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例   言

1 本報告書は,高松市が実施 している史跡高松城跡地久櫓石垣保存整備事業に伴 うもので,高松市

玉藻町に所在する史跡高松城跡地久櫓台の平成 14・ 15年度の調査概要報告を収録 した。

2 発掘調査および整理作業については,高松市教育委員会が実施 した。

3 調査から概報作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言 と協力を得た。記して謝意を

表 したい。 (敬称略,五十音順 )

香川県教育委員会  香川県歴史博物館

東 信男 (丸亀市教育委員会) 大山真充 。片桐孝浩 。松本和彦 (香川県教育委員会 )

片桐節子  川村荻― (高松高等学校荻諭)乗 松真也 (香川県歴史博物館 )

松田朝由 (大川広域事務組合)      本中 員 (文化庁 )

4 高松市 と高松市荻育委員会は,平成 15年度より高松城跡整備検討委員会を設置 しており,下記

の委員の助言 と指導を得た。 (敬称略,会長・副会長以外は五十音順 )

会長 渡邊定夫 ((株)都市計画研究機構)   冨」会長 吉田重幸 (元香川大学農学部教授 )

牛川喜幸 (京都橘女子大学文学部教授)    木原薄幸 (徳島文理大学文学部教授 )

五味盛重 ((財)文化財建造物保存技術協会参与)西  和夫 (神奈川大学工学部教授 )

5 調査は,平成 14・ 15年度 ともに文化振興課文化財専門員川畑聰が実施 し,臨時的任用職員大朝

利和がこれを補佐 した。整理作業は川畑が実施 した。

6 本概報掲載の写真撮影は,西大寺フォトに委託 した。

7 本概報の編集・執筆は,川畑が行つた。

8 本文の挿図として,高松市都市計画図 1万分の 1「中心部」を一部改変 して使用 した。

9 発掘調査で得 られたすべての資料は,高松市教育委員会で保管 している。

10 本槻報の高度値は海抜高を表 し,方位は座標北を表す。国土座標数値は,平成 11年度のものを

使用 している。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経緯

史跡高松城跡地久櫓台は,本丸南西の隅に位置し,江戸時代には本丸は内堀によって囲まれていた。

昭和 23年 (1948)に 本丸西側の内堀は埋め立てられ,その後高松琴平電気鉄道の築港駅と線路が敷

設された。このため,地久櫓台はこの線路と接するようになったが,その後,櫓台の随所に争みや石

材の割れが見られるようになり,線路への落石が懸念された。このため,高松城跡を管理する高松市
では,平成 10年度より国庫補助事業として地久櫓台の解体および復元を目的とした石垣整備事業を実

施しており,こ れを受けて高松市教育委員会は平成 H年度の解体時より必要な発掘調査を行っている。

第 2節 調査の経過

平成 10年度の整備事業は,櫓台の解体は実施 しないで,櫓台西面 (B面)す なわち鉄道線路側に

おいて,落石防止用ネットを設置するのみであつた。このネットを固定する支柱用アンカーを設置す

るため,福台南北隣接地において一部掘削を行ったが,北隣接地はすでに前年度に調査を終了してお

り, また南隣接地も北隣接地の調査状況から問題ないと判断されている。

平成 11年度の櫓台解体は石垣最上段のみであることから,発掘調査も櫓台上面の遺構検出にとど

めた。その結果,時期不明の礎石列 と地下式構造物を想定させる石積が確認された。

平成 12年度では,櫓台上部つまり約 1/4を解体することから,前年度に想定された地下式構造物

の検出を主目的に発掘調査を実施 した。その結果,梧台上部において一辺約 5m四方の平面四角形で

深さ約 2mを測る地下室 (穴蔵)を検出した。この地下室は,四壁が石垣で,床は礎石を十字に配 し

た土間となってお り,造 り付けの階段は認められないことから梯子等によって昇降していたと想定さ

れる。地下室の調査終了後は,櫓台解体時の立会調査に切 り替え,櫓台内部の構造解明に努めた。ま

た,櫓台北東隣接地すなわち本丸平坦地において トレンチ調査を実施 し,時期不明の礎石・石列を検

出した。これは,翌年度以降の権台解体に伴い本丸平坦地の一部も削平される可能性があることから,

事前に遺構の状況を確認することを目的としている

平成 13年度の櫓台解体は,櫓台中程を対象 として規模は全体の約 1/4で ある。櫓台北東辺では根

石にまで解体が達することから,発掘調査はこれら根石の検出を目的として実施 した。その結果,根
石は地面に直接据え付けていることが判明した。その後は,櫓台解体時の立会調査に切 り替え,橙台

内部の上層堆積状況を確認 した。また,櫓台に接する本丸南土塀台および西土塀台も,工事の安全を

確保するため,櫓台解体に合わせて一部を解体 した。これに伴 う立会調査を実施 し,内部の土層堆積

状況を確認 している。

平成 14年度の権台解体は,主に橙台下部を対象 として規模は全体の約 v4である。調査の方法は,

櫓台解体時の立会調査であり,櫓台内部の上層堆積状況を確認するとともに,グ リ石・盛土層中から

出土する遺物の採集を行った。その結果,櫓台内部は砂・粘土・礫で充填されており,版築が認められた。

また,中世を中心 とする遺物が出土することから,高松城築城以前に存在 した中世集落の存在を想定

できた。

さらに,福台下部構造を解明するため,櫓台南面 (C面)石垣の根石を 1箇所のみ吊り上げ,調査

終了後は元に戻した。その結果,根石下には胴木などの特別な構造物は認められず,砂礫層の上に直

接根石を設置していたことが判明した。

また,櫓台の地下構造を解明するためボーリング調査を実施し,櫓台が比較的安定した砂礫層の上

に築造されていることが判明した。

-2-



平成 15年度の櫓台解体は,梧台下部 と本丸南土塀台を対象 とし,規模は最小限に留め,現状保存

を目的とした養生を実施 した。これは,隣接する電車軌道が撤去される予定であったが,軌道の高架

事業が遅れたため,軌道除去後に予定 していた櫓台解体が不可能 となったためである。調査は,平成

14年度同様に櫓台内部の上層堆積状況を確認するとともに,グ リ石・盛土層中から出土する遺物の

採集を行い,同様な成果を得 られた。

平成13年度

平成14年 度

|

平成15準度

|

平成1+年度
↑平成lf年度

(上段 :櫓台南面 (C面 ),
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平成12年度

第 1図 地久櫓台年度別解体状況 下段 :櫓台東面 (D・ F・ H面 ))



第 2章 地理的環境・歴史的環境

第 1節 地理的環境

瀬戸内海に北面 した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が

南から五色台へ と続 く山地,東側が立石山山地によって取 り囲まれた東西 20km,南北 16kmの範囲

に又んでいる。また, この平野は,讃岐山脈から流下 し,北へ流れて瀬戸内海へ注 く
｀
香東川をはじめ

本津川・春日川 。新川などによって形成された扇状地でもある。

さて,高松城の城下町として発展 した高松市街地は,香東川の東流路が瀬戸内海に注 く
ヾ
河日の中洲

や砂堆上に立地 している。このため,城下町は高松城築城 と同時にこの中洲や砂堆を大規模に埋め立

てて形成されたと考えられている。香東川は,現在,石清尾山塊の西を直線に北流する西流路のみだ

が,17世紀初頭,高松藩に招かれた西嶋ノ＼兵衛の河川改修によって一本化されたものである。なお,

17世紀の廃川直前の流路は御坊川 としてその名残をとどめている。

第 2節 歴史的環境

高松市街地の下に埋没 している中洲や砂堆上に初めて人の活動が認められるのは,弥生時代後期で

ある。高松城内南の武家屋敷跡で行われた発掘調査 (新 ヨンデンビル別館)で は,ベースとなる砂層

上面より柱穴 とともに弥生土器が多 く出上 し,付近に集落が存在 していた可能性が指摘できる。この

発掘調査では,平安時代前期の溝もわずかながら確認 している。

この地域の土地が安定 し,人が恒常的に居住できるようになるのは平安時代後期 と考えられる。当

時,こ の地域は箆原郷 と呼ばれ,安楽寿院領である野原庄が高松城跡の南方に所在 していた。野原庄は
,

白河院の勅使田が応徳年間頃 (H世紀末葉)に立券荘号されたものである。康治 2年 (H43)8月
19日 の大政官符によれば野原庄の四至が条里によって表記されていることから,土地が安定 し条里

地割または条里呼称がこの地まで普又 していたと考えられる。

さらに時代が下ると,荘園としての機能以外にも,文安 2年 (1445)の 「兵庫北関入船納帳」には

船籍地 として名前が記載されていることから,中世においては港町としての機能を有していたと考え

られる。時代は遡るが,高松城跡西の丸地区の発掘調査では,H世 紀後半～ 13世紀前半の護岸施設

とともに県外から搬入された土器が高い比率で出上している。さらに,西の丸地区に隣接する浜ノ町

遺跡では,白磁四耳壺を埋納 していた 13世紀末から 15世紀末の集落跡が確認されている。

一方,高松城跡東の丸地区に目を転 じると,16世紀後半以前の漁民の墓群が検出されている。城

跡より南東方向にある片原町遺跡においては,15～
16世紀に属するL字形の大溝を検出しており,こ れ

は居館の外側にめく
｀
らしていた堀の一部 と考えられ

ている。

このように,高松市街地下において,古代末から

中世の集落等が確認され,文献からもうかがえるよ

うに,かつて港町が栄えていたと考えられる。この

砂堆や中洲上に中世都市が立地する状況は,博多や

草戸千軒遺跡にも見 られるように全国的な傾向であ

り, これらの都市をつなく
ド
交易が行われていたので

あろう。このような時代背景のもとに,高松城がこ

の地に築かれ,城下町が整備されたと考えられる。
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さて, この高松城および城下町を造ったのが,豊臣秀吉の家臣であつた生駒親正である。豊臣秀吉

の四国征伐により,天正 13年 (1585)長宗我部元親が降伏 し,讃岐国は仙石秀久・十河存保に与え

られ,そ の後尾藤知宣の領国となったが,天正 15年 (1587)生駒親正が入封し,讃岐 17万石を領 した。

高松城は,生駒親正の居城 として,翌天正 16年から築城され,数 ヵ年を要 して完成されたといわれ

ている水城である。水城 と呼ばれる由縁は,北の守 りを瀬戸内海にゆだねるだけでなく,堀 には海水

が導かれているからである。また,南方には大手 (十日太鼓門)を 構え,城の南側に城下町が展開する「後

堅固」の城でもある。城の構造は,内堀 。中堀・外堀 といつた二重の堀をめく
゛
らし,内堀より内側に

は本丸・三ノ丸。三ノ丸などの曲輪を配 している。本丸は,さ らに堀によって他の曲輪 と独立しており,

本丸 とニノ丸をつなく
゛
鞘橋を落 とすことによって敵の侵入を防く

゛
構造 となっている。本丸には,天守

閣と地久櫓が設けられており,今回の発掘調査対象 となったのが小天守の役割を担っていたと考えら

れる地久櫓の櫓台である。

寛永 17年 (1640)御家騒動により生駒氏は出羽国矢島に転封 となり,寛永 19年に代わつて松平頼

重が高松城主 となり,東讃岐 12万石を領 した。松平頼重は,城の改修を度々行っているが,寛文 11

年 (1671)頃の大規模な改修では,東ノ丸を造成するとともに,月 見櫓・続櫓・渡櫓などを造 り,北
に設けた水手御門より直接海へ出入 りができるようにしている。その後,松平氏は高松城主 として明

治維新を迎える。一方,高松城は昭和 29年 (1954)に 松平氏より高松市に譲渡され,翌年玉藻公園

として市民に開放されるとともに,史跡 として国指定され文化財の保護が図られている。 しかしなが

ら,明治 17年 (1884)に 天守閣が取 り壊されるとともに,都市化の波によりしだいに堀は埋め立て

られ,本丸近 くまで市街化が進んでいる。このような状況の中,高松市では平成 8年 に史跡高松城跡

保存整備基本計画を策定 し,城の復元整備を目指 しており,地久櫓台石垣保存整備 もこの一環である。

i露亀
1高松城跡地久櫓台  2高 松城跡三ノ丸石垣  3高 松城跡水手御門  4高 松城跡三ノ丸 (他 目的 トイレ)

5高松城跡作事丸   6高 松城跡 (旧 )艮権台突堤          7高 松城跡束ノ丸 (県民ホール)

8高松城跡東ノ丸 (県歴史博物館)       9片 原町遺跡     10高 松城跡 (新 ヨンデンビル別館 )

11高松城跡 (弁護士会館 )

14高松城跡 (PTA会館 )

16高松城跡西ノ丸 (サ ンポー ト高松)

19高松城跡ニノ丸 (玉藻公園西門料金所 )

12高松城跡 (家庭裁判所 )

15高松城跡西ノ丸 (高松北警察署)

17高松城跡中堀 (高松駅南線 )

20高松城跡 (鶴屋町共同住宅建設 )

第 3図 高松城跡周辺主要調査地位置図 (縮尺 1/10,000)

13紺屋町遺跡

18浜 ノ町遺跡
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第 3章 調査の成果

第 1節 地久櫓台の概要と基本層序

地久櫓は,本丸南西の隅にて城を堅守するために築かれたものである。天守閣は本丸東を占め,他
に大きな櫓が本丸にないことから,地久櫓は小天守的役割を担っていた重要な櫓 と考えられる。

地久櫓は,明治 17年の天守閣取 り壊 しと前後 して同じ運命を辿ったと考えられ,現在は櫓台のみ

が残つている。櫓台は,第 7図のとお り,上面が南北約 9,Om× 東西約 9,0～ 10.5mを測る四角形

である。つまり,南辺が約 9.Omに対 し北辺が約 10。 5mと 長 く,本丸側である北東隅が突き出た四

角形 となっている。下面は内堀に接する南辺 と西辺が 14.O X 14.Om以 上の正方形,高さ約 10mの

規模をもつ。櫓台東面に本丸南土塀台が,北面に本丸西土塀台が取 り付いている。南土塀台は,幅 2.4

～ 2.8mで ,外側石垣の高さは海水面より約 7.8m,内側石垣の高さは約 2.2mである。南土塀台の幅は,

櫓台取 り付き部分がもっとも広 く,櫓台から離れるに従い狭 くなっている。西土塀台は,幅 2.6mで
,

外側石垣の高さは約 6。Om,内側石垣の高さは約 2.2mで ある。西土塀台の外側石垣の高さが,櫓台

や南土塀台より低いのは,下部が埋められているからである。福台南側には今でも内堀が水をたたえ

ているが,西側は埋められてしまい往時の姿をとどめていない。

この地久櫓を含む高松城の往時の姿は,初代高松藩主松平頼重の時に構かれた「高松城下図屏風」(第

5図 )な どによって知ることができる。天守閣は南蛮風の外観 3層内部 5層の建物であり,地久櫓は

黒壁で瓦葺きの 2層の建物 として描かれている。本丸を囲んで板葺きと考えられる土塀がめく
ヾ
り,本

丸内には平屋の建物を見ることができる。

【調査の方法】

発掘調査前は,中央がやや盛り上がった状態であつた。十字に土層観察用畦畔をのこして掘削を開

始した。次に地下室埋上を掘削するにあたり,十字の土層観察用畦畔を踏襲した上で,平面を4等分

し,1/4ずつ地下室床面まで掘削した。これ以後は石垣を解体しなければ調査が不可能であることから,

櫓台解体に伴う立会調査に切 り替えた。立会調査では,櫓台の南北断面上層図を作成することに主眼

をおき,石垣グリ石層や各土層から出土する土器を取り上げた。また,石垣の石材や刻印についても

併行して調査した。

【櫓台の基本層序】

地久櫓台に本丸西土塀台を合めた南北方向の断面は,第 6図のとおりである。まだ解体途中である

が,現時点で約 70層に分層が可能である。これらを大きく分けると,次の7区分となる。

《第 1・ 2層》

第 1層は撹乱,第 2層 も昭和 26年銘の5円玉が出上しており,昭和 26年以降である。第 1・ 2層

を除去すると櫓台中央が四辺の石垣に比べ約 60cm窪 んだ状態となり,第 2層が黒褐色シルト質極細

砂であることから,降雨時など一時的に水が溜まっていたと考えられる。

《第 3・ 4層》

櫓台上面にあった礎石群を置いていた土層である。第 3・ 4層 に色調・土質の違いはないが,第 4

層に漆喰が多く含まれており,地盤を安定させるためと考えられる。第 3層の一部が礎石上面を覆っ

ていたことから, もともと礎石が第 3層中に埋まる形であったか,建物の重量で礎石が第 3層中に沈

み,礎石が使用されなくなった後に風化した第 3層の一部が礎石を覆った可能性がある。第 3・ 4層は,

櫓台中央に向かって窪んで堆積している。

《第 5～ 10層》

櫓台中央にあった地下室の埋上である。地下室中央に向かって窪んで堆積している。第 7層最下部
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には,庵治石破片の礫層があり,第 9。 10層直上には 1.5m四方の石組があり, この石組を第 7層

が覆っている。

《櫓台北面石垣と地下室北石垣の間のグリ石層》

櫓台石垣と地下室石垣の間を埋めている土層はa～ k層が基本であるが,櫓台北東部分のみグリ石

を充填していた。 a～ k層 は 17世紀の遺物が出上しており古い時期のものだが, このグリ石層は瓦

片を多く含むなどa～ k層 より新しい様相を呈している。第 7図の平面図でも看取できるように,櫓
台北東部分は他の部分と違って細かい石を使用している。

《④～③層》

地久櫓台から本丸西土塀台にかけて見られる土層である。櫓台から土塀台に向かって傾斜しており,

これは第 11～ 37層 と同じ様相を示す。シルト質極細砂をブロック状に合む細砂を主体としている。

この上層の上に先ほどの梧台北面石垣と地下室北石垣の間のグリ石層や西土塀台のグリ石層がのつて

いる。

《a～ k層》

権台石垣と地下室石垣の間を埋めている土層である。水平に堆積している。それぞれの上層の厚さ

が薄く,シル トと細砂の互層であることから,櫓台石垣と地下室石垣の間という狭い空間で,両方の

石垣の強度をもたすためにされた工夫と考えられる。

《第 11～ 55層》

櫓台で主体をなす土層である。櫓台中央が一番盛り上がり,周囲に向かって緩やかに傾斜する堆積

である。使用されている土は,細砂がほとんどである。この細砂は中世遺物を合むが, これは高松城

築城以前にあった中世集落に伴うものと考えられる。ただし,櫓台下部 (第 41～ 43層以下)に おい

ては,砂に粘上をブロック状に入れるか,ま たは砂と粘上の互層による版築が認められた。主に細砂

と粘土が使用されているが,最下部近 くでは粗砂または礫を使用している。

軽

1轟∈

主

||`t

鶴

静i勇
鋏 

′・ ど`

第 5図 高松城下図屏風 (香川県歴史博物館所蔵,北からの鳥敵図)
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1撹乱

2黒褐色シルト質極細砂

“

毘 れ)

3浅黄色シル ト質細砂 (25Y73,漆喰ほとんど無し)

4浅黄色シルト質細砂 (25Y7/4,漆 喰を多く合む)

5にぶい黄褐色シルト質細砂 (10YR5/4)

6にぶい黄色細砂 (25Y6れ )

7灰オツーブ色シルト質極細砂 (5Yν2,庵治石中目の破片が礫層となる,漆喰も含む)

8灰黄色シル ト質極細砂 (25Y6/2,瓦・礫・漆喰を含む)

9灰オツーブシルト質極細砂 (5Y5/2,漆喰を含む)

10にぶい黄色シル ト質極細砂 ⑫ 5恥/4,漆喰を含bl

(褐灰色(10YR4/1)シル ト質極細砂が互層で入る)

11褐灰色細砂 (lCIYR6/1,わ ず力ヽこ′J燦を含め

12オ リーブ褐色細砂 (25Y4/3,わ ず力ヽこ/J礫を含む)+灰 白色細砂 (10YR8/1)

13灰黄掲色シル ト質細砂 (1研R5/2)

14にぶい黄橙色細砂 (10颯 72)
15にぶい糞燈色シル ト質極細砂 (lCIYRげ 4)

16褐灰色シルト質細砂 QOYR5/1)

17黒褐色シル ト質極細砂 (10YR3/1)

18褐灰色シルト質細砂 (1研R5/1)

19明黄褐色粗砂 (lαR7/6)

20明黄褐含阻砂～礫 (lCIYR7/6)

餌 灰黄色シルト騨 賊 Q5Y7の
22褐灰色シルト質極細砂 (10釈6/1)

23にぶい黄澄色粗砂～礫 (10YR7/2)

24灰色シルト質極細砂 (10Y6/1)

25褐灰色シルト質細砂 (10YR4/1,グ リ石間に詰った上)

26灰色シルト質細砂 (75Y6/1)

27暗灰黄色シル ト質細砂～
'色
砂 125Y5/2,礫 を含L・ l

28浅黄色粗砂～礫 125Y7/4)

(褐灰色シル ト質細砂(10Y5/1)・ 褐鉄鉱を含む)

29灰黄色粗砂～礫 (25Y6/2)

30褐色シル ト質細砂 (Ю YR4/6)

31にぶい黄掲色シルト質和砂 (10YR4/3)

32明黄掲色細砂 (1研R6/6)

(暗褐色シル ト質極細砂(10釈 3々)力 常匹分的にみ 0

33極暗赤褐色細砂 ⑫ 5釈2/4)

34灰褐色カレト質紳砂 9 5YR5/2)

35明褐色細砂 (7 5YR5/6,礫 を多く合め

36灰色シルト質細砂 (75Y5/1)

37黄灰色細砂～中砂 (25Y4/1)十 にぶい黄色細砂～中砂 (25Y6/4)

38褐灰色シルト質細砂 (10Y6/1)

39浅黄色細砂～中砂 ⑫ 5Y7/4)

40灰色シルト質細砂 (75V4/1)

41灰色シルト質細砂 (75Y5/1,淡 黄色シルト質細砂 (5Y8/4)を ブロック状に含む)

42灰色シルト質細砂 (75Y5/1,灰 白色シル ト質細砂 (7 5Yν 2)をブロック状に含む)

43灰色シル ト質細砂 (75Y5/1)十 淡黄色シルト質細砂 (5Y73)のラミナ状堆積

“

灰白色シルト質和砂 (5Y8/1)十 明黄禍色シルト質細砂 (10釈 7/6)

45灰白色シルト質細砂 05Y7/2)

46灰色シルト質細砂 (75Y5/1)+淡 黄色シルト質細砂 (5Yν 3)

47灰色シルト質細砂 (75Y4/1,明 黄褐色シルト質細砂 (25Y7お )をブロック状に含む)

48灰白色シルト質細砂 (75Y71,明黄褐色シルト質細砂 (25Y76)をブロック状に含む)

49灰色シルト質細砂 (75Y5/1,灰 白色シルト質細砂 (75Y71)をブロック状に含む)

511浅黄色細砂～中砂 (2.5Y7/4)

51にぶい黄色粗砂～礫 υ 5Y6れ ,灰白色シルト質細砂 lN7/)を ブロック状に含む)

52黄橙色中～粗砂 (75釈7/8,灰 白色シルト質極細砂 lN7/)を ブロック状に含む)

53灰 白色シル ト質極細砂 lN7/)十 にぶい黄橙色粗砂 (10釈げ4)が到冒
54にぶい黄橙色粗砂 (10釈 6/4,下音Ы販 色シルト質極細砂 lN5/)と 炭をブロック状に含p
55灰 白色粗砂～礫 lN7/, 5～ 30 cm大 の礫を含D

C)オ リーブ黄色細砂 (5Y6/3)

恢オリーブ色シルト質極細砂(5Y5/2)をブロック状に含む)

O灰 白色細砂 αOⅦ独)

C)オリーブ黄色細砂(5Y6/3)

仮オツーブ色シルト質極細砂(5Y5/2)をブロック状に含め
a灰白色シル ト質細砂～細砂 ⑫ 5Y8/2)

b 灰色ソ】レト質細砂～ッェレ時摯麟師少 (5Y5/1)
c灰オリーブ色シル ト質細砂～シルト質極細砂 (5Y6/2)

d灰黄色細砂 125Y7/2)

恢色シルト質細砂(1研R5/1)の ブロック及び礫を含む)

e灰色シルト質細砂 (lCIYR5/1)

f浅黄色細砂 (5Y7/3)

g

h
灰色シルト質細砂 (5Y6/1)

灰オリーブ色シルト質細砂～細砂 (5Y5/2)

灰黄色》レト翻 ～シル ト鰤 砂 (2_516/2)

j灰黄色シルト質細砂～細砂 125Y72)
kにぶい黄色シル ト質細砂～細砂 125Y6//3)

L oom

第6図 地久櫓台および本丸西土塀台南北断面図 (縮尺1/80) -9～ 10-
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I-1(亥lF「 )

I-18(亥‖E「 )

A-14(亥lF口 )

A-21裏 (亥I印 )

A-29裏 骸lE口 )

A-30裏 (亥lE口 )

A-36(亥 lE口 )

山石
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山石

山
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砂

■
園
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A-59東側面 (刻 F口 )

第8図 地久櫓台北面 (AoM・ I面)立面図 (縮尺 1/80)
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第9図 地久櫓台西面 (B面)立面図 (縮尺 1/80)
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C-79

-42(亥

(亥 lF口 )

南17角 (刻 印)鰯 安山岩
□ 花商岩
□ 閃緑岩

蜘 醐李絲

C-57(亥」E口 )

C-105(亥 1印 )

c124裏 (亥ЦE])

C166
″■
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>/A

↓
未
調
査

第 10図 地久櫓台南面 (C面)立面図 (縮尺 1/80)
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第 1¬ 図 地久櫓台東面 (D・ F・ H面)立面図 (縮尺 V80)
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第 12図 南土塀台南面 (E面)立面図 (縮尺 V80)
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輛一　　　　　輛一

軸一　　　　　的一

0          2m

第 14図 西土塀台東面(」 面)立面図(縮尺 1/80)

0          2m

0          2m

第 15図

18-

第 13図 南土塀台北面 (G面)立面図 (縮尺 1/80)

西土塀台北面 (K面)立面図 (縮尺 1/80)
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第 16図 西土塀台西面 (L面)立面図 (縮尺 1/80)
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的一　　　　　中一
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東壁 (N面 )

西壁 (P面 )

南壁 (O面 )

北壁 (Q面 )
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山石
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山
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■
回
□ o          2m

第 17図 櫓台地下室壁面 (N・ 0。 P・ Q面)立面図 (縮尺 1/80)
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【石垣の石材 と積み方】

石垣に使用されている石材は,第 1表のとおりで,総体的には安山岩 と花聞岩が 940/0以上を占める。

これは,高松平野および周辺の山塊において,安山岩や花南岩が分布 していることに起因するものと

考えられる。石材は摩滅 しているものが見られ,河口や海岸より入手した可能性がある。実際,海の

貝が付着 した痕跡が認められ,普段海水 と接 しない地下室の石垣にも海の貝が付着している。堀にあっ

た石垣の石を再利用 した可能性も否定できないが,高松近辺の海岸では安山岩・花南岩の塊石を今で

も見 られることから,近 くの海岸から高松城に運び込んだ可能性がある (註 1カ

積み方は,野面石 (自 然石)ま たは粗割 りした石材を使用 した乱積みである。このため,石材 と石

材の間に間詰め石が多 く見られるが,それでも石材間に大きな空間が認められる例がある。また,花
蘭岩の場合,粗割 りは矢穴を使って割っている。

隅角石は,すべて花聞岩で,矢穴で割られている石材が多 く,直方体に整形されている。この直方

体を交互に積み重ねて,稜線を作 り出している。

一方,根石については,南面 (C面)中央で調査を実施 している。根石は,上の石垣より半石分ほ

ど外へ突出した状態で並べられている。また,根石は,基盤である砂礫の上に,若干のグリ石を下に

敷いた状態で直接置かれており,胴木等の構造物は存在 しなかつた。

註 1 川村教一氏の教示による

第 1表 地久櫓台および南 。西土塀跡石垣石材一覧表

安 山岩 I花 闘岩 石 砂 岩 ナヤー 不  リ

53.6%1 42.30/0 0.90/O
＾
υ 0.OV

32.00/O1 61.1% 0.3% 0.0%

38.8%1 55,30/c 0,4% 0.20/O

46.4%1 48.4% 4.67 u,′ rU/c U.U攻

42.20/O1 52.2% 刀
仕 U.り玖

43.7%1 50.5% 0。 1%

賓 山娼 イと「酎テ雪 幻緑 娼 〃ヴ 肴 す ヤー 獅ヽ  リ

bu.ry 44.υ批 0.4ツ

bも ,4y bυ .Z監 0.60/O 0.0%

b4.31 42.2% 0.40/O

安 山岩 I花闘 |ラ  【
=,

紗 ナヤー 不  り

bU.U力 1 4も 。3% 1.7% 0.0% 0,0%

45.8%1 50.00/c 2.1% 0.0%

50.40/O1 43.4% 5.3% 0。 9γ

4υ .rU/01 4b.Z批 生.Z弘 U.υ監

賓 山堵 花 両岩 幻緑岩 砂 岩 ナヤ~
⌒ 明

44.4M 4U.r乳 14.も胤 υ.Uk U.UИ

bb.by bZ.υ監 U.Uイ U.Uy

17.7°/ r4.r監 υ.Uk U.υy

Zυ .υ
y bυ .0光 19.5% ∩

υ 0.0%

36.70/ 4υ 。も弘 13.4% （
υ 0.0%

賓 山岩 化 両功彦子閃緑岩 υ 石 方ヤー 不 明 合 計

粘ぶ准)言十  1 1,406 と,406 2,υ U判

賓 山培 花 岡岩 閃緑岩 砂 岩 ヤ ー 4ヽ  リロ

47.1% 47.1% 4.4γ
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【石垣の刻印】

地久櫓台石垣に見られる刻印は,平成 15年度調査段階で第 2表のとおり33石 。36ヵ 所である。

刻印石の石材はすべて花南岩であるが, これは刻印を施すのに花南岩がもっとも適しているためであ

る。また,櫓台における刻印石の位置は,隅角石が 33石中 30石 と約 9割を占める。これは,隅角石

はすべて花蘭岩で,なおかつ隅角石に使っている花聞岩は丁寧に直方体に加工されたもので刻印を施

されやすい条件にあったとも考えられるが,櫓台の隅角石にこれだけ集中していることは何らかの意

図が考えられる。また,直方体のうち短辺側の面に,刻印を施す場合が多い。

刻印の種類は,「上」がもっとも多く,次いで「― 」と分銅形が並び,「⑬」,「○×」と続く。「ち

り」と読めるものもある。

石 苔 号 刻 印 1 亥昭F日 2 備 考 llR石 の 211苔 号

ヘー14 鷺石 方 形 B-30
ヘー21拝肇 時石 上 B-68囁巨

ヘー29ξ軍 隅 石 上 B-115:
ヘー30養≧ 隅 石 B-116:

ヘー36 隅 石 B-117
ヘー55 隅 石 □ 長方形 B-175
午 59戻イ則面 甲 央 ⊂ X

ヘー71 隅 石 ちじド色 B-193
B-1 石 A-1
B-50裏 石 半円形 Dが半分 父落 ? -45:

B-79養壁 隅 石 ⑬ -87:

B-119 隅 石 ⑬ -137

B-138 織石 □ 方 形 A-51
B-140 隅 石 C同刃多 ヘー54
B-192 石 サ)0同刃移 A-65
―南 17角 石 認方 形 D―東 1角
-15 隅 石 分0同刃多 D-25

つ
る

刀
牡一 中央

-57 甲 央 上

-79 隅 石 B-78
-105 隅 石 □ 甦方 形 D-42
-124野更 隅 石 D-51環巨

-143 隅 石 ⑬ B-151
-166 隅 石 □ 長方形 D-77
-229 石 D-90
-229夢巨 石 D-90:零

D-1 石 ∈ × C-14
D-26 隅 石 分⇔同形 C-34
D-37 隅 石 ○ × -63

D-49 石 国 ちり 長方形 C-106
D-78 石 ∪ × C-167
I-1 石 分C同形 H-1
I-18 隅 石 夕)0同刃多 H-6

7x4F日 種 別 1回 致 1回 叡 暑11含

上 10ヶ前 27.8%
7ヶ朗 19.4%

夕)01可対多 rヶ D年

∩ 6ヶ〃T 16.7%
× 4ヶ刃守 11.1%

ユ円形 lヶ司F 2.8%

ち り lヶ団 2.8%

合  計 36ヶ周年 80.6%

※刻印石の石材は,すべて花商岩

冤ur「 狛 1立直 別 1回 郵 1回 叡 吾1含

卜品 冶 30石 υυoυ
u/o

中 央 8Я蜀 9,1%

含  討 33冶 100.0%

第2表 地久櫓台石垣刻印一覧表
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A-29裏

C―南 17角

(縮尺 1/4,原則として拓本 と刻印石の上方向がほぼ一致 )
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第 18図 地久櫓台石垣刻印拓本①



C-105 C-124裏

C-166 C-229

D-1

I-1 I-18

鐵
れ .子i黎
野

(縮尺 1/4,原則として拓本 と刻印石の上方向がほぼ一致 )
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第 2節 地久櫓台 。本丸南土塀台からの出土遺物

地久櫓台および本丸南土塀台を構成 している盛土・グリ石層中から,工事立会中に遺物が出上して

いる。本節では,各土層より出上した遺物について報告する。

【地久櫓台 第 54層】

地久櫓台内部の盛土中,最下層近 くにあたる第 54層から出土 した遺物である (第 20図 )。 1は備

前焼橋鉢の底部で,内面に播目が見 られる。 2は備前焼甕の回縁部で ,15世紀頃のものである。 3は

土師質の上錘で,中央に紐通しの穴が見られる。

【地久櫓台 第 51層】

第 54層 より上部に位置するが,地久櫓台盛上の最下層近 くにあたり, この上層から出土した遺物

である (第 21図 )。 4は中国産青磁蓮弁文碗の底部で,外面に細線蓮弁文が縦線で表現され,内面見

込には「福」の旧字を中心に草花文が丸 くめく
゛
っている。外面高台内において釉を環状に掻き取って

いる。15世紀後葉～ 16世紀前葉のものである。 5も 中国産青磁碗の細片で,無紋である。 6は中国

産青磁で鉢の回縁部 と考えられる。 7は磁器青花皿で,中国淳州窯系の製品であり,16世紀末～ 17

世紀初頭のものである。 8は土師質土器悟鉢の底部で,内面に播目が見られる。 9は備前焼信鉢の底

部で, これも内面に播目が見られる。10は土師質土器だが,器種は不明である。Hは備前焼甕の底

部である。12は連珠文を瓦当文様 とする軒平瓦である。連珠文は小振 りで,連珠文の外側に圏線が

めく
ヾ
る。瓦当上縁を面取 りし,瓦当部の接合方法は顎貼 り付けの可能性がある。13～ 14世紀のもの

と考えられる。

【地久櫓台 盛土層】

出上した層位は不明だが,地久櫓台盛土下部 (第 37層以下)よ り出上した遺物である (第 22・ 23図 )。

13は 中国産白磁碗の玉縁がつ く口縁部で,12世紀以降のものである。14は 中国産青磁碗の回縁部で,

無紋である。15は唐津産陶器の皿で,九州近世陶磁学会編年の I-2期 にあたることから 17世紀初

頭のものである。16～ 18は備前焼悟鉢である。16は 日縁から底部までが残っている破片で,16世
紀末頃のものである。17は 日縁部で,15世紀中葉頃のものである。18は底部で,内面に悟目が見ら

れる。19も 備前焼で,壷または甕の底部 と考えられる。20は備前焼甕の口縁部で,15世紀頃のもの

である。21は須恵器甕の顕部で,外面には格子目叩き痕が残る。22も 須恵器甕の顕部で,外面には

格子目叩き痕が残 り,焼成は瓦質である。21・ 22と も備中亀山焼の可能性があり,12世紀頃のもの

である。23は瓦器椀の底部で,和泉型の可能性がある。24は土師質土器皿である。25～ 27は土師

質土器杯で,25,26の 底面には回転糸切の痕跡が残る。28は土師質土器橋鉢の底部で,内面に悟目

が見られる。29は土師質土器釜の日縁部で,外面鍔以下に煤が付着 している。16世紀頃のものである。

30は土師質土器釜の脚部 と考えられる。31は土師質土器だが,器種は不明である。32は土師質の土

錘で,楕円形の周囲に紐を結ぶための溝が見 られる。33は弥生土器小形丸底土器の底部で,弥生時

代後期後半のものである。34・ 35は弥生土器高杯の脚部で,弥生時代後期のものである。36・ 37は

弥生土器の底部で,弥生時代後期のものである。38は須恵器腿の体部で,円孔が見られ,古墳時代後

期のものである。39は須恵器器台の脚部 と考えられ,古墳時代後期のものである。40は須恵器甕の

底部である。41は鉄滓である。42は三巴文を瓦当文様にもつ軒丸瓦で,外区の珠文間は狭い。粘土

板切断方法がヨビキAであることから,16世紀末までのものと考えられる。43～ 45は 土師質の玉

縁式丸瓦で,45は 2次的に被熱している。46は土師質の平瓦で,全体の半分ほどが残る。凸面に粗

い縄叩き痕が見られる。

【地久櫓台 盛土・グリ石層】

地久権台盛土下部または石垣裏込のグリ石層より出上した遺物である (第 24図 )。 工事立会中の

出上で, どちらから出上 したか判別できないものである。なお, グリ石層には,石垣の隙間から入 り
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込んだ新 しい時期の遺物が混じっている。47は肥前系染付碗の底部で,17世紀中葉までのものであ

る。48・ 49は肥前系染付碗の回縁部で,18世紀末～ 19世紀のものである。50は肥前系染付碗の底

部で,17世紀中～後葉のものである。51は瀬戸美濃系天目茶碗の底部で,16世紀頃のものである。

52は, 4と 同じ中国産青磁蓮弁文碗の体部で,外面に細線蓮弁文が縦線で表現され,15世紀後葉～

16世紀前棄のものである。53は瀬戸美濃系丸碗で,17世紀中頃までのものである。54は産地不明

の陶器鉢である。55・ 56は備前焼僑鉢の口縁部で,55は 16世紀前半頃のもの,56は 17世紀頃の

ものである。57は備前焼甕の回縁部で,15世紀頃のものである。58,59は 土師質土器杯で,底面

には静止糸切の痕跡が残る。60は土師器の把手 と考えられる。61は土師質土器播鉢の回縁部で,内
面に悟目が見 られるとともに,煤が付着している。日縁部が内側に折れ曲がることから,16世紀後

葉～ 17世紀前葉のものと考えられる。62は土師質土器耳付釜の口縁部で,外面鍔以下に煤が付着し

ている。16世紀後葉～ 17世紀前葉のものと考えられる。63は土師質土器釜の脚部 と考えられ, 2
次的に被熱 している。64は弥生土器高杯の脚部で,弥生時代後期のものである。65は三巴文を瓦当

文様にもつ軒丸瓦で,瓦当直径が 14.4cmと 小型である。66も 三巴文を瓦当文様にもつ軒丸瓦だが,

文様は外区の珠文のみ残っている。67は玉縁式の丸瓦である。68は軒平瓦で,中心飾 りは三葉文 と

考えられ, 2次的に被熱している。16～ 17世紀のものであると考えられる。

【地久櫓台 グリ石層】

地久橿台石垣裏込のグリ石層より出上した遺物である (第 25。 26図 )。 このグリ石層には,石垣の

隙間から入 り込んだ新 しい時期の遺物が混じっている。69は 中国産青磁碗の体部で, 2次的に被熱

している。70,71は備前焼情鉢の底部で,内面に播目が見られる。70は 2次的に被熱している。72

は土師質土器飯蛸壺で,釣鐘形の身に紐通 しの孔をもつ把手が上部につ く。73は三巴文を瓦当文様

にもつ軒丸瓦で,巴の尾が長 く,内区と外区を分ける圏線が見られる。瓦当直径が 14.3cmと 小型で

ある。15～ 16世紀頃のものである。74も 三巴文を瓦当文様にもつ軒丸瓦だが,巴の尾は短い。瓦

当直径が 14.Ocmと 小型である。75。 76は玉縁式の丸瓦である。76は 2次的に被熱し,変形 している。

77は行基式の丸瓦である。78も 丸瓦の破片で,釘穴が中央に lヵ 所見られる。79はバチ形をした用

途不明の瓦である。80は五輪塔火輪で,頂部にほぞ穴が穿たれている。比較的原型をよく留め,全
面に攀痕が残されている。石材は,高松平野出土例では珍 しい花南岩で,15世紀後半頃のものである。

81は五輪塔水輪で,80同様に花南岩であるが,風化が著しいためか礫が目立つ。

【本丸南土塀台 グリ石層】

本丸南土塀台石垣裏込のグリ石層より出上 した遺物である(第 27図 )。 土塀台内側の石垣 (G面)は ,

その積み方より近代に積み直されたものと推測される。82は備前焼播鉢の底部で,内面に情目が見

られる。外面に煤が付着している。83は土師質の上錘で,楕円形の周囲に紐を結ぶための清が見られる。

84は 中国明銭である永楽通宝である。初鋳が 1408年 であり, これ以降のものである。85は玉縁式

の丸瓦である。
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第23図 地久櫓台盛土層出土遺物実測図② (縮尺 1/4)
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番 号
器 種 調  整 色  調 胎  土 備  考

1 醐胤
(38)

朴山 :ナ テ ζ

2
偏雨焼

恋
216 (71)

4
外面 i自 然釉付着

3 土錘
メ
８ 昨

７０ 353 9tr

牛面 :ナデ

勺而 :ナデ

外面 :浅 貢橙 7 5YR8/3 )mm以下 の石 英・長 石

学会 ,P

4 誡
碗

施釉 (高 台内面を環状にかき取る)

勺面 :怖釉

釉 :オリーフ灰10Y6/2

素地 :灰 自10Y8/1
ζ

5 説
協

「円玖 石ν~ノ わYO/Z ζ

6 諏
鉄

胆
箭

回

雨

監

7
磁器
青布 冊

(23) 卜面 :施 釉
仙 i灰貢 25Y7/2
素llll:灰 白25Y8/2

密

8
土帥質土器

を鉄 呻神9 醐鰍
外向 iに か い亦 褐 監

土師賃土器
不明

(135)
卜面 !ナデ

勺而 ッ ケヽ

外 面 にぶ い橙 7 5YR7/4
丙 面 滝 苦搭 7 5VP負 /4

lmm以下の石英・長

石・為閃石 ,電 母力合

11
焼一酬

華
偏 ζ

軒平瓦
娠 仔 長 厚

矛

監
珠文18個 (現状 )

13 磁
柿

小面 :回 転 ナ デ ,施釉
洵面 艦 Fth

t由 !灰 自 10Y7/1
雲lj「 白 invR

Z

14 誡
碗

釉
釉

施
施

面

面
オリーブ灰10Y6/2

芸ll l〒 白 7零 VR/1

踏

15 騨
ｍ

4

16
備副焼
繕鉄

朴画 iにか い亦 衛 監

17
備 前 焼
鷺 扶

/1・ 回 :口 審 ア ア

勺而 :回 転 ナ デ

牛面 :赤 10R5/6

勺而 :にぶい赤褐

賢

醐鰍
119

朴薗 :回 転ナテ
杓面 チヂ 嬉 日

朴向 :ル(10Y6/] 笛

怖 Rl焼
碧

(57)
朴画 :1こかヤウト掏 bYR5/3
角面 :にぶい赤梧

備前焼
懇 (H5)

本面 :回 転 ナ デ

杓簡 同 熊 十 ギ 指 市 Γ痕
牛面 :H旨 赤 鶴 5YR3/2
芍誘 ]=産 苦 95v4/,

圏

21
須思器

密
缶

須息器
奉

(33)
角而 :にぶい苦楊 loYR5/f

誇

酷
協

47 (23)
/1・ 回 :ア ア

芍而 :ヘ ラミガキ

朴面 :灰 N4/
洵誦 匠 雨4/

匿

土帥質 土器
(1 4)

lmm以 卜のね英・長ね

土印 質 土各

林
70 (12)

小画 :に か いerbY
A面 :藩 7 5VR7/6

土師賃土器

林
(14)

ホ面:回転ナデ,回 転糸切
角百 回 柱 十 ヂ

小面 :にぶい橙 7 5YR7/4

勺而 :1こぶい構 7 5YR7/4

lmm以下の石英 長
汚・三舟歩合〕P

土RHl質土器
林

96 (21)
lmm以 卜の狛英・長

土印質土器
繕 4f

(46)
朴画 :に小 V｀徊 r bYR5/3
杓面 :にぶい梱 7 5VR6/4

土師質土器

釜

↑回日稼部 :‐|コ アア

体部 :ナデ,指頭圧痕

木面 :にぶい橙5YR6/4
勺面 :にぶ�ヽ橙5YR6/4

2mm以下の石英 '長

石・角閃石・雲母を含 朴面鍔以下に煤付着

土師質土器

脚部
(141) 外面 :ナデ

十面 :にぶい橙 5YR6/4 2mm以下 の石 英 。長
バ 。名 門パ・三 舟 歩合

土 帥 質 土器
″卜日月

長

４

アト回 :ア ア ,IIH嗅に 沢 lmm以 卜の狛英・長

土 錘 簾
跡

暦
財

外面 iナデ,指頭圧痕 朴面 :橙5YR6/6 重さ2075g

勢生二希
小形¬廣十梁

(25)
朴画 :ア ア
式雨 十 ヂ

外面 :掏灰 10YR4/1

内而 :賠灰N3/
1 5mm以 下の石英 。長

石・角閃石・霊母力合

弥生土器
菖林

画

面

↑

Å ヘラケズロ
lmm以 卜の石英 。長

岬部 :円 子Llヶ所 (現状 )

弥 生 土 器

恵 林
(23)

朴向 :に ふ い掏 r bYR6/3
対面 :に ズ ラヽ 137 5VR6/3 岬部 :円 孔 lヶ所

ITN生主器
庚凱 乃而 :座減のため不明

朴面 :にぶい東橙 10YR7/2
勺而 :にぶい苦79kloYR7/3

1 5mm以 下の石英・長

石・角閃石・蔓母力合
牛面黒斑

37
弥生土浩

に蔀
67

面

話

ホ

大
躍滅のため不明
膝減の十お蒸閉

朴面 iに小い褐 7 5YR5/4

呻神
の石英・長

小面黒斑

須患器
ケ士そら (46)

監
本部中位円孔 lヶ所

須 忠 希

器 台
凹
商

↑

Å 同続ナデ
卜EH:灰 Nb′ Z

外面自然釉

須思器

著

面

高

ホ

Å
格 子 目 II「 き反 ,カ キ ロ

画 ′ド、田 す 当て痛

朴面 :灰 N5/ 盃

鉄滓
長

ｏ

厚

ａ
小面 :暗褐7 5YR3/3

軒丸瓦
長

年

日予
λ

mm塚 卜の長 狛 を言 麹

丸瓦
残存長 厚

１

る面 :ナデ
Ⅶ面 :布 ロ コビキA

外 面 :に ぶ い褐 7 5YR6/3
丙 簡 lr黛 ぃ綱 7氏VPБ /4

lmm以 下 の石 英・長

石・三 日歩合 か

丸瓦
残存長 日

予

ク

当面 ナ テ

丸 瓦
四

百

「

ｕ

朴向 :に ふ い02 5YR6/4
丙雨 :1こズ しヽ藩 7 hVR6/4

2次的な被熱

平 瓦
娠作長
26A

厚

ｉ Ⅶ面:ナデ 布ロ コビキA?
朴面 i灰 自5Y7/1

丙雨 にぶい椿 5YR6/3
2mm以下 の石 天・長 石

歩合 す。

第3表 地久櫓台。本丸南土塀台出土遺物観察表①
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運 4/2

番 号
器 種 調  整 色  調 胎  土 備  考

郷
柿 角雨 臆 髪由

踏

梁付
続

m:灰 自N8/ 堅

49 衆 4寸

航
(42)

ln:明 徹灰7 5GY8/] 4

郷
航 対面 備 節

`言

う 喜 村 ―rttΠ春、

踏

天目茶碗
船:黒5Y2/1 る

誡
続

ζ

器
碗

陶

丸
外面 :回 転ナデ,施釉
内面 !回 転ナデ,施釉

踏

阿器

鉢
316 ホ面 :回 転ナデ ,施釉

勺而 :回 転ナデ Å而 !F害灰苦 loYR3/2
踏

醐胤
ホ面 にホい赤掏 晉

醐総
山

語

朴

大
イこ小ヤ`亦衡5YR4/3

4FF前焼
率

(67)
卜面 :回 転ナデ

勺面 :回 転ナデ

画

面

小
Å

灰 御 うYR4/Z
灰ホ10R5/2

上帥質土器
林

卜薗 :回 転ナア ,語止糸切 ホ面:に心�`お差7 5YR7/4 lmm以 下の石乗・長石

上印冥上器
林

囲

需

↑

天

lmm以 卜の狛 央
。長 狛

土帥器

I「
I手

ホ面 i粗い昂」毛 ,ナデ ,指頭圧反

勺雨 :回 転ナデ

画

而

小
Å

に心 V｀蔭 r bYК r/4

1こぶ�ヽ格7 5VR6/3 F.名 開 パ .●舟 歩合

土帥質土器
悟鉄

アド画 :ア ア ,摘 唄 庄 沢 ホ面:に季い橙7 5YR7/4 ′mm必 ドの 狛 共・長
日縁部内面に煤付着

62
土印箕上希

耳付釜
(33)

lmm以 卜の狛 央・長
外面鍔以下に煤付着

土帥 質 土器
Π剤喜R

旗 仔 尿

130 外面 :ナデ 外面 :にぶい橙7 5YR74
mmメ ドのね央・長
F● 名 FASパ ●奎 舟 歩金

2次的な被熱

弥 生 土蕎

嵩林 (30)
卜面 に小い貢 10YR6/4 lmm以 卜の石天 。長

岬部 :円 子Llヶ所 (現状 )

軒丸瓦
凡当径
144

白予
― 裏面:ナデ

管

軒丸瓦
残仔長 厚

２

当 回 :ア ア

』面:ナデ 布ロ コビキB品り締痕
企画 隊 Nb/
A面 に M/

る
殊文7個 (現状 )

丸 瓦
長

ｎ

日子
ク

アド画 :"(N4/ 至

軒平瓦
78

与
１ ギ

ア
十

フ
紆

四
雨

で

訥
碗

(13)

朴 回 :回 路 ア ア

施釉 (高 台畳付より内側は無釉 )

本面 :明緑灰7 5GY7/1

勺面 !灰 N6/

乙

2次的な被熱

絹前焼
結鉄

136 朴面 :回転ナデ ,す デ

勺面 :回転ナデ 悟 目

外面 :赤 褐2 5YR4/6

内面 :灰 赤2 5YR4/2
る

2次的な被熱

醐齢
130

否

器上
士爾

紫

蛸

帥

価

上
40

画

面

朴

対
にかい東橙 10YRr/Z
にズい苦椿 lovR6/ィ

日縁都外面に黒斑

73 軒丸瓦
瓦当径
143

厚

１

』面 :ナデ

L面 :板ナデ
朴面 :灰 N4/
勺Eヨ :Πξう(N3/

晉

殊文9個 (現状 )

軒丸瓦
瓦当径 厚

２
裏面 :ナデ

小面 :灰 N5/
対面 圧 憎4/

奪 三巴文

珠支7個 (塀状 )

丸 瓦
娠存長 日予

ク

至

丸 瓦
娠仔長
95

Ｈ子
１

然

序

回

誦

↑
対

4
2次的な被熱

77 丸瓦
歳仔景

136
厚
２

コ回 :アグ

』面 :布 ロ ョビキA
朴面 :灰 N4/
対面 圧 着 9氏vA/9

る

丸 瓦
娠存長 日

子

１

至
】穴lヶ所

瓦
長

駐
暇
騨

日予
ア

4

五輪塔
′″輪 刊

２４８
刺
２４４

高 さ
朴面ツミ痕,頂部にほで穴 花間岩

五輪塔
フk壺命 酷

閉
酷
篇

一局

列
花蘭岩

醐撒
朴向 :亦 衡 10R4/3

■ 小面に煤付着

土錘
長

９

幅

ｍ
厚

５

↑回 :ゲア

勺面 :ナデ
外面 :にぶい黄橙 10YR7/2

1～ 2mm以下 の石 英・

辱 7F歩合 オβ 重さ293g

永楽通宝
直 径

'早

さ

丸 瓦
娠 仔 長 厚

―

哲

。本丸南土塀台出土遺物観察表②
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第 4章 まとめ

第 1節 地久櫓台の構造 と年代について

【石垣】
積み方は,野面石 (自 然石)ま たは粗割 りした安山岩や花南岩を使用 した乱積みである。その比率は,

ほぼ半々である。ただし,隅角石はすべて花筒岩で,矢穴で割られている石材が多 く,直方体に整形

されている。この直方体を交互に積み重ねて,稜線を作 り出している。

根石は,上の石垣より半石分ほど外へ突出している。また,根石は,基盤である砂礫層の上に若千

のグリ石を下に敷いた状態で直接置かれ,胴木等の構造物は存在 しなかった。

【櫓台内部構造】

櫓台内部は,石垣裏込のグリ石を除けば細砂によって充填されている。ただし,櫓台下部 (第 41

～ 43層以下)においては,細砂に粘上をブロック状に入れるか,細砂と粘上の互層として版築して

いる。これは,潮の干満により内部の砂が流れ出ないための工夫と考えられる。

【櫓台の築造年代】

上記の細砂から出土する遺物から,櫓台構築の年代がある程度推測可能である。出土した遺物のう

ち櫓台築造の年代を示しそうなものは,中国淳州窯系磁器青花皿 (第 21図 7)が 16世紀末～ 17世

紀初頭,唐津産陶器皿 (第 22図 15)が 17世紀初頭,備前焼矯鉢 (第 22図 16)が 16世紀末である。

もっとも新しい時期を採用すれば,唐津産陶器の存在から17世紀初頭となる。

前回の概報では, a層 または第 11,17～ 23層から出上した中国淳州窯系磁器や唐津産陶器の存

在から,櫓台上部については 17世紀前半の築造年代を導き出した。この年代は,生駒家転封後の松

平家入封時期 (1642年 )と 近く,櫓台上部が松平家入封時に改修されたことを示唆するものであつた。

一方,寛永 4年 (1627)の 「讃岐探索書」などに地久櫓台が描かれていることから,生駒期にはす

でに櫓台が存在していた。以上のことから,調査時に新しい時期の遺物が混入した可能性も否定はで

きないが,現段階では次の仮説を考えておきたい。

①天正 16年 (1588)の 築城以後,寛永 17年 (1640)の生駒家転封までの間に,櫓台の改修を実

施している。

②松平家入封時の改修が櫓台下部まで又んでいる。

第 2節 高松城築城以前

地久櫓台内部に充填されていた砂層 (盛土)や石垣裏のグリ石層から,高松城 と関係のない 12～

16世紀の中世遺物が多 く出上 している。高松城築城の際に,堀を掘つて生じた土砂を郭や櫓台を形

成するために盛 り上げたことは容易に推察でき,築城以前に中世集落が存在 したことを想定させる。

実際,高松城西の丸跡や東の丸跡,南の武家屋敷跡における発掘調査では,砂層の上に 12～ 16世紀

の中世集落が存在することが確認されており,地久櫓台を合め本丸および周辺にも中世集落が存在 し

ていたと考えられる。特に,西わずか 100mの発掘調査地からは「野原濱村元量壽院」と線刻された

丸瓦が出土 しており,『兵庫北関入船納帳』に記載がある港町「野原」がこの地にあったことを推測

させるとともに,調査地点に無量寿院が存在 したことを裏付けた。

さて,地久櫓台から出上 した中世遺物を概観すると,15～ 16世紀のものが主体を占め,12～ 13

世紀の遺物が若千認められる。無量寿院跡においても,15～ 16世紀の遺物が確認されている。特に

無量寿院は,天文年間 (1532～ 1555年)か ら天正年間 (1573～ 1592年 )の間 (16世紀中～後葉),

この地に存在 したことが縁起によって知 られている。ただし,16世紀前葉以前の遺物も認められる

ことから,今後周辺の発掘調査事例を踏まえて,更なる検討が必要である。
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亀

地久櫓台全景 (上が東)



図
版
２

1 櫓台石垣 A面 (北 から)

2 格台石垣 B面 (西 から)

3 櫓台石垣 C画 (南 から)

4 櫓台石垣 L面 (西 から)



図
版
３

1 櫓台全景 (南西から)

2 櫓台石垣 D面 (東 から)

3 格台石垣 F面 (東 から)
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版
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1 櫓台石垣 G画 (北 から)

2 櫓台石垣 H面 (東 から)
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3 格台石垣 I面 (北 から)



図
版
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一欝

1 櫓台石垣 J面 (東 から)

2 櫓台石垣 K面 (北東から)

・攀
す 一簸

3 櫓台石垣 M面 (北 から)



図
版
６

1 櫓台地下室全景 (東 から)

2 地下室東壁 (N面 )

3 地下室南壁東側 (0面 )



図
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1 地下室南壁西側 (0面 )

2 地下室西壁 (P面 )
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3 地下室北壁 (Q面 )



1 櫓台南北断面 (第 36～ 51層 )

4 櫓台南北断面中央 (第 51～ 53層 )

2 格台南北断面南側

3 格台南北断面中央 (第 36～ 41・ 43～ 49・ 51層 )

5 格台南北断面南端 (第 51層付近 ) 6 格台南北断面南側 (第 51層 )

7 格台南北断面南端 (第 53・ 54層付近 ) 8 櫓台南北断面西側 (第 53～ 55層 )



3 櫓台南北断面遺物出土状況 (第 54層 ) 4 櫓台南画掘削状況 (北 から)

6 格台南画根石下部状況 (南 から)櫓台南面根石 (南 から)

幹
―
と騒ヨ彎雲電題協機豊日日BE騒騒団懲ぃ                

ノ ヤ

7 櫓台南面根石検出状況 (東 から) 8 櫓台南面根石撤去状況 (南 から)



図
版
１０

一士

一一
ダ

・４
ヤ一
・

，

，爾
蔭
一

2 櫓台南面石垣中央 (南 から)
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1 格台南面石垣西端 (南東から)

3 櫓台南面石垣東端 (南 から)

5 櫓台東画石垣南端 (東 から) 6 格台東面石垣中央 (東 から)

7 櫓台東面石垣北端 (南東から) 8 櫓台東面石垣北端 (北東から)



図
版
１１

1 本丸南土塀台石垣 (北西から) 2 本丸南土塀台石垣 (北東から)

4 石垣刻印 (A-59東側面 ,○×)

6 石垣刻印 (B-140,分銅形 )5 石垣刻印 (B-138,

7 石垣刻印 (C-229裏 ,○に×) 8 石垣刻印 (D-78,○×)
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